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自分発見（ガラテヤ2:20）
　
あけましておめでとうございます。
2017年、私たちは神様からの天命をいただき、それが自分にとってどんなものなのかを発見していきましょうとスタートしました。皆さん、それぞれただ食べていくために生きる存在ではなくて、天からの使命を発見していらっしゃると信じています。そして、今年2018年は、ひとりひとりがその天命を十分に全うできる祝福のものだということを、皆が個人的に確認し発見する年であってほしいと願います。しかし、残念ながら多くのクリスチャンが実は自分のことをそのように評価していません。もしかしてここにいらっしゃる方もそうかもしれません。もしも自分を評価するとすれば何点ぐらいにつけられるでしょうか。10点満点で評価した場合、自分で自分の点数を付けたとき、何点ぐらいだと思っているのでしょうか。そして、その何点という点数の基準、自己評価の基準というのはいったい何なのでしょうか。いままで私たちは当たり前に人間的な条件によって自己評価をすることに慣れています。その条件というものは、例えば外見がハンサム、格好いい、その反対だ。また、才能がものすごくあり、優れた知恵を持っているということによって評価して、そうでなければ点数がだいぶ下がってしまうような、条件によって評価しています。あるいは、いま置かれている環境がどんな環境なのかによって大体評価をするのではないでしょうか。ですから、日本に住んでいる場合は、日本という良い環境があるので良い点数がつけられるかもしれません。でも、いま戦争が起きているところや食べ物に困っている環境に置かれている国の人々の点数はだいぶ低いのではないでしょうか。そして、同じ良い環境であっても、ひとりひとり今ぶつかっている状況などがいろいろ異なっているので、その状況によってダメだ、私はこれぐらいの人間だ、あるいは、私は偉いと評価し、いろいろ思うことがあるのではないでしょうか。
しかし、2018年、クリスチャンの私たちは、そのような自己評価の基準とまったく関係なく生きましょう。それは後々の話なのです。そのように思っている限りは、せっかく神様の恵みによって救われ、神様の子どもになっているのにもかかわらず、その神の子どもとしてのオーラが現れないし、その輝きをなかなか見ることができません。もったいないのではないでしょうか。ですから、第一に、いままでの自己評価の様々な基準、それがいまの世の中においては当たり前なものですが、それを却下してください。まだそれがうずうず動いている限りは、クリスチャンとしての自己評価はなかなか難しいのです。そして、むかし幼い頃、心に負ってしまった傷などによって自己評価が変わる場合もあります。それはなかなか難しいことではありますが、それも却下してください。それはクリスチャンの自己評価の基準には当たりません。なにをもって私たちは自分発見をすることができるのでしょうか。そのすべての条件を全部片づけて、どこかにしまっておいて一つだけにこだわってください。どこの出身でも、どんな過去があろうが、条件、状況、環境がどうであろうが、そういうことにこだわらないで一つだけにこだわってください。

それがキリスト・イエスにあってです。私はキリストともに十字架につけられました。皆さん、イエス・キリストを思ったときに、いろいろあるでしょうけれども、いちばんわかりやすく、いちばん真っ先に思い浮かぶものは何でしょうか。イエス・キリスト、それは十字架なのです。だから、イエス・キリストにあって自己評価するためには、まず十字架を思い出さなければいけません。その十字架を思い出したときに、十字架をとおして皆さんの評価が語られます。あなたはもはや以前のあなたではありません。以前の自分というのは何でしょうか。皆さんも気づいていなかったでしょうけれども、以前の自分というのは、神を知らずに神から離れていて、根本的に滅びるしかない運命に捕らわれていた自分です。その結果、サタンが作り上げた自分と付き合っていた自分なのです。自分も知らずに、そのサタンというものが、「滅びるしかない。だから、キリストの他には希望がない」というこの根本的な部分を見えないようにするために、「よし、努力してまじめに頑張ればよくなるだろう」とそれに頼るようにしていたわけです。努力は悪くありません。ただ努力によってはまったく変わることができない根本的な問題があるのに、努力に振り回されることによって、それが見えないようにされています。経済的に裕福になれば幸せな人生になるとその経済を求めたり、成功を求めて必死に頑張るようにさせられます。それさえあれば幸せな人間になるだろうと思っていた自分なのです。あなたがたは、もはやそういう自分ではありません。その偽りの中でそれがうまくいかないので何らかの理由で傷を負って、その傷から一歩も出られないまま傷の奴隷として生きてきた自分がいるわけです。あなたはもはやその自分ではありません。それは全部サタンが作り上げたものなのです。サタンは、偽りの父と呼ばれるものであって、偽りをもって私たちをだましていました。だから、自分の意志と関係なく、知らないうちに神様を離れて、生まれたときからサタンにだまされて偽りの自分と付き合っていたのです。そのサタンが作り上げた自分、それはもう卒業です。それは本当の自分ではありません。十字架とともに死にました。もはや以前の自分ではありません。そして、だまされているままずっと行きますと、最後には死んで、死んだ後、永遠に滅びるしかない、地獄に行くしかない自分でした。その自分は十字架とともに死にました。イエス・キリストにあって他の何ものにも邪魔されずに。たまにテレビなどで聞きますと、家族水入らずという表現があります。私は、最初、どういう意味なのかよく分かりませんでした。キリストだけが残って水入らず、何もそこに入らないようにしてください。言葉の使い方が合っているかわかりませんが。全部却下して無視してください。一つだけイエス・キリスト、その中にいる自分なのです。それがどうやってわかるかというと、十字架をとおして見てください。パウロは言います。私は十字架とともにつけられました。そのような滅びるしかない、それも知らずにずっとだまされっぱなしの生き方をしていた自分はもう死にました。
それから、イエス・キリストを思うときに、その次に思い浮かぶものは何でしょうか。十字架と復活です。わかりやすく進めて行きましょう。復活を通して皆さんがどんな存在なのかを語っていらっしゃいます。もはや以前の自分ではないし、自分は新しく生まれた存在です。以前の自分は十字架とともに死んで、いま皆さんの外見や肉体的な姿、皆さんの弱さなどがそのまま残っているので、そうではないかのように皆さん勘違いしているのですが、イエス・キリストを信じて受け入れた瞬間、以前の自分は十字架とともに死にました。そして、イエス様の復活と一緒に、皆さんは新しく生まれた存在です。受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者には、神の子どもとなる特権が与えられる。これは人間によってではなく、神から生まれたものです。それが皆さんです。条件、環境、状況がどうであれ関係なく、今日の聖書の箇所にありますように、皆さんはもはや神から生まれて、以前の皆さんは死んで神を離れていた皆さんはもはや存在しません。いまはキリストが皆さんの内側に生きていらっしゃいます。どのようにでしょうか。Ⅰコリント3：16。あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。普通の人はまったく理解できません。ただいのちあるものは信じられる感謝なメッセージなのです。聖霊を通してキリストが、三位一体の神様が、皆さんの内側にともに住んでいらっしゃいます。そのように新しく生まれました。まだまだ理解できないでしょうけれども、イエス様がこのように祈っていらっしゃいました。父がイエス様の中に、イエス様がわたしの中に、だから、彼らも我々と一緒に一つになるようにしてくださいと。三位一体の神様が私たちと一つになるようにしましょうと言われる存在です。だれがなのでしょうか。小さいときに傷を受けて、一生、傷の奴隷になって苦しんでいた私、しかし、恵みによってイエス・キリストを受け入れた私。いまも学校でいじめられて、いろいろな理由で成績がなかなか上がらないで悩んでいる私。けれども、イエス・キリストを受け入れている、信じているあなた、私がそのような存在です。だまされないでください。ここがスタートです。ここを奪われてはいけません。もちろん奪われるものではないのですが、私たちが勝手に奪われてしまうのです。ここは最後の砦です。ちょっと表現がおかしいのですが、最後の砦、てっぺんの絶対崩れることができない要塞です。なにがでしょうか。イエス・キリストを受け入れて自分が新しく生まれて祝福されたものなのだということがです。これはだれも奪うことはできません。条件がどうであれ環境がどうであれ構いません。だから、条件、環境を気にする以前に、これを先にこだわるようにしないといけません。ぜひ正しく自分発見をするようにしてください。
それで、これもなかなか理解できないでしょうけれども、これがいのちの祝福なのです。イエス・キリストを信じた瞬間、皆さんがここにいらっしゃるのに、キリストとともに天のところに座らせてくださいました。キリストと一緒に天の御座に座っているのです。イエス・キリストと一つなのだから、つながっているのだから。肉体的なことばかり、それしか分かっていない人生を送っていたので話がなかなかすーっと入ってこないかもしれませんが、これが霊的な事実なのです。だから、皆さん、自分のことを勝手にダメだ、偉いと評価してはいけません。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした 方を信じる者は、永遠のいのちを持ち」。これが永遠に変わらないのです。「さばきに会うことがなく、死からいのちに移って いるのです」。もはや以前のおまえではない。新しく生まれているのだ。昔の病気がそのまま今も病気であっても構いません。おまえは以前のおまえではない。新しく生まれたのだ。だからこそローマ8：15、神様のことを思いきり迷わずに躊躇せずに「アバ、父」と呼ぶようになるわけです。これは本物の子どもが自分の父親に対して呼ぶときの声です。「アバ、父」。その間には何の隔たりもありません。皆さんが礼儀正しくするためにすることは別にして、自分のお父さんに向かって「お父様。今日も食事もいただきます」と言うなら、その関係は少しおかしくないでしょうか。「パパ。ごはんだよ」の方が自然でしょう。創造主の神様に向かって「アバ、父」と呼ぶことのできる存在は、キリストにあって十字架とともに死んで新しく生まれた皆さんの他にはありません。皆さんの内側に神様がともにおられます。ものすごい変化です。「クリスチャンになってだいぶ人が変わったのだね」と言われます。それは十分あり得ることです。だからといって、たんに変わったとか修正されたとか修理されたという概念ではありません。それは宗教です。クリスチャンというのは、以前の自分は死んでなくなり、新しく生まれました。

ということで、まず自分発見の第一は、キリスト・イエスの中にあってなのですが、このような結論をしっかり握って絶対に譲ってはいけません。自分は絶対的に幸せな人間だと。なにがどうであろうが、たとえ死の影の谷を歩くことがあっても、石打ちにされて殺されることがあっても、自分は絶対的に幸せな者なのだ。これを発見してください。心の貧しい者は幸いです。イエスを信じる心です。天の御国がその人のものだからです。主は、生ける神の御子キリストです。バルヨナ・シモン、あなたは幸いです。刑務所の中で言いました。天にある霊的なすべての祝福をいただいている者です。感謝しますと。だから、絶対的幸せというのは、皆さんが条件、状況、環境と関係なく無条件幸せであり、しかも永遠に変わることなく幸せなものなのです。毎日もうすでにそうなっているので毎日その自分を発見して、毎日その自分と付き合っていかないといけません。昔の自分とは同窓会などいりません。でも、サタンはたまに私たちが油断しているときに訪ねて来て「おい、同窓会をやろうじゃないか。おまえは昔、親に虐待されたでしょう。おまえは、昔、学校で友達にいじめられたでしょう。おまえは、兄弟同士で比べられて馬鹿にされていたものでしょう。おまえは、元々、そういうものなのだよ。だから、偉そうに神の子どもとか言わずに、おい、出てこいよ。同窓会をやろうじゃないか」とだますわけです。クリスチャンに同窓会はありません。同窓会は生きているときに昔の思い出を考えながら、懐かしいな、久しぶりに会おうかというのが同窓会でしょう。クリスチャンは十字架とともに死んだということを忘れないでください。だから、同窓会はありません。私たちが勝手に開くだけです。ぜひ自分発見してください。皆さんは、そういうことで十分に天命を全うすることができます。牧師だけができるとかいうことはありません。
それから、もう一つ、皆さんが自分発見をする場所、そして、自己評価の基準というのは、条件、環境、状況ではなくて、神様の契約の中にあって自分を発見しないといけません。エペソ1：18には、神様が皆さんを召されたときには、神様の望むように託していらっしゃると言われます。皆さんは、単に救われただけの存在ではなくて、これから残りの人生、いままでとはまったく違う聖なる生きる理由が許されているし、神様が皆さんに神の望みを託していらっしゃるのです。もちろん神様がすべて全うされるのですが、その栄光に飛んだ道を私たちに歩ませるわけです。だから、契約の中にあって自分を発見するというのは、これから私の生きる理由は聖なる理由があるということを発見することです。その契約は何でしょうか。世界中の人々が、暗やみの力に覆われてだまされて滅びに向かっています。先進国は先進国なりに、また後進国は後進国なりに、途上国は途上国なりに、皆が神に敵対して滅びに向かっています。これが聖書の預言です。神様は、この世界を愛して、神は、実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛されました。それは御子を信じるものがひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためであると言われます。それで神様は、この救われて新しく生まれた幸いな皆さんを通して、世界福音化を成そうと契約をなさいました。これはだれも止められません。世の中のすべては変わります。変わらないものは何一つありません。ただ変わらないものだけは一つだけなのです。神様ご自身と神様の契約です。だから、その契約が全うすることに自分の人生が乗っかっているということは最高なのです。安心していいです。だから、自分がだれなのか。世界福音化のために生きる、そのために召されているものです。小学生でも大学生でも大人でも年寄りでも関係ありません。イエス・キリストを信じている者ならば。
そして、世界福音化のために、この日本の地に生まれて、日本の地に生きるようになりました。たまたまではありません。偶然はありません。日本は偶像にまみれていて、ヒュ－マニズムが骨の髄まで浸透していて災いの危機に直面している国なのです。それを経済とまじめさなどで包装しているだけです。そこに光を放つべき者は私たちしかありません。教会しかありませんが、この間も申し上げましたが、47都道府県に教会が散らばっています。けれども、その教会がほとんど衰退の一方であり、そして、5年後はその教会自体も全部消えてなくなるような状況なのです。そのときに唯一の光であるキリストの福音を聞かせて、新しく生まれることによって絶対的な幸せを手に持つようにされました。皆さん、偶然だと思いますか。何のために勉強して、何のために仕事をするのでしょうか。何のためにダイエットをして、何のために健康管理をしようとランニングマシーンを走るのでしょうか。そこを変えないといけません。私たちはなにを飲むか食べるかのために生きる者ではありません。会社に行って昇進するために、競争のために生きる存在ではありません。契約のために。自分発見の2番目のポイントは契約なのです。だから、日本の福音化は今現在は47都道府県に弟子を探すために、弟子はこの福音に文句なしでいのちをかけるものなのです。そのためにそういう人が起こされるとひとりでもそのパワーは計り知れません。ですから、霊的ネットワークが構築できます。そのためにまず教会を建てないといけません。いまある教会では無理なのです。そして、教会を建てるためには、牧会者を派遣しなければなりません。それが契約なのです。そのために皆さんが生きているのです。そして、それをこれからしっかり全うして維持していくためには、RUTC、いやしの家、神学校などの施設、人材、ソフトウェアなどが必要なわけです。そういうことのために皆さんは生きるわけです。皆さんはそういう存在です。他のなにかで悩む余裕などありません。悩む必要もありません。そして、それを教会とともに全うすることができる存在です。だから、教会は、皆さんのこのような契約を全うするために神様が繋いでくださった祝福の家なのです。それが皆さんです。教会を除いて皆さんを発見するということはなかなか難しいでしょう。契約の中で教会とともに自分を発見するようにしてください。もっと細かい内容はこれから来週にでも2部礼拝のときに黒板に書きながら話しますが、この大筋の内容は、1年間祈らなければいけないので週報の裏に書いてあります。契約の中で祈ってください。
それから、最後です。このために今現在皆さんに、そこが永遠に皆さんの現場なのかどうかは分かりませんが、今現在皆さんが置かれている現場があります。それもたまたまではありません。皆さんが絶対的な幸せな存在であり、契約のために生きる者なので、そこにいま置かれているわけです。だから、自分発見の3番目のポイントは、いまの自分の現場の中で自分発見です。いまの現場をしっかりと見つめ直さなければいけません。現場の実態を見ないといけません。現場は、先ほども申し上げましたように、昔の私たちのように、努力すれば、お金さえあれば、成功さえすればという勘違いの中で、しかも答えがないままさまよい続けているところです。しかもだまされっぱなしのところであり、その中で苦しみから解放されないまま、精神的にも肉体的にも様々な面において苦しみを患っているところであるし、そして、偉い人はそういったものを上手に隠して生きている、そういったところが現場です。どこの現場でしょうか。皆さんの今の現場です。皆さんがまだ見ていないだけです。それをしっかり見つめるようになって、それに目が開かれるようになって、そうすると、そこで自分を発見できます。肩書が上か下か関係なく、なるほど、それで私がここにいるのだね。だから、私はこの現場に、この人々のためになくてはいけない存在だ。絶対に必要な人間なのだね。それが自分です。本当に絶対に必要な者なので、余計な喧嘩をしたりつまずいたり競争したりしません。まだ自分発見ができていないから、皆さんが本当に肩書と関係なく上の立場に立たないといけないのに、いつも横比べになって、あるいは下っ端になっている。だから、現場が苦しいでしょう。皆さんは、そこに唯一なくてはいけない絶対必要な存在です。それゆえ世の光と言われる者なのです。皆さんがそこで結ぶと天においても結ばれるし、そこで解くと天においても解かれる祝福の鍵を持っている存在なのです。それが自分です。本当に発見したでしょうか。現場で発見するのです。驚くべきことなのですが、イエス・キリストにつけられたその肩書が皆さんにもつけられます。王である祭司。暗やみにいるものを光へと正しく移動させる大使のようなものなのです。どこででしょうか。いまの現場で。いまの現場がいいよ、ややこしいよ、悪いよ。そういうことは次元が低い話です。見方を変えてください。自分発見ができていないからです。だから、この間も申し上げましたように、皆さんは、どんな自分発見をしなければいけないかというと、いまの現場を通して、なるほど自分は仕事のために勉強のために主婦としてではなくて、神様から派遣されている者なのだね。聖なる目的ゆえに、教会から派遣されている者なのだね。イエス様がおっしゃいました。父がわたしを世に送ったように、わたしも彼らを世に送ります。毎週、派遣式を行っているけれども、どれほど実感していらっしゃるのでしょうか。それを発見しないといけません。あらためてよみがえられたイエス様がもう一回言いました。父がわたしをこの世に送ったと同じように、わたしもあなたがたを世に派遣します。皆さんは、自分が派遣された者だということを発見しないといけません。そういうことでエペソ1：23、万物を満たすイエス・キリストがかしらであり、そのイエス・キリストによって満たされている者、キリストのからだなる教会と言われます。皆さんが現場にいらっしゃると、そこにイエス様が一緒にいらっしゃることなのです。皆さんを通して、皆さんがイエス様の手足となってイエスの栄光、イエスの光、万物を満たすその満たしが皆さんを通して流れ出るようになっているシステムなのです。皆さんがそのような存在です。その自分を発見しないといけません。いまお話を聞きながら、どういう話なのだろうと思った方、まだ信仰を始めたばかりの方々は理解できないかもしれません。でも、これをアーメンして、自分はこういう存在だと言われたと握って、「神様、これを2018年、しっかりと発見できるようにしてください」と祈ればよいのです。

それで最後の結論です。そういう意味で皆さんは、現場の宣教師です。これはただ励ましの言葉ではありません。事実です。これを発見しなければなりません。それゆえ2018年をスタートするこのときに、ねじ曲がっていた悪魔の偽りによって間違って作り上げられた自画像を全部消して、まことの自分を発見するようにしましょう。そして、その自分を発見して、いつも目標に掲げていることですが、絶対動かすことができない、攻撃できない、てっぺんの祝福のところに立って、講壇からのメッセージを自分の言葉で整理しましょう。整理するというのは、それを契約にするためです。整理したみことばを祈りの文章に変える、それだけで十分なのです。それを具体的に実践していきましょう。そして、現場で皆さんに与えられているたましい、関わっているたましいを心に抱くだけで十分です。そうすると、さらにすばらしい祝福の自分を発見しつつ、残りの生涯、輝く人生を歩いいくようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。2018年、元旦のとき、神のみことばをもってメッセージを通してスタートすることができてありがとうございます。どうか今年、主がおっしゃったとおりに、私たちが十字架とともに死んで、イエス・キリストが内側にいらっしゃる幸いな者、契約のために生きる者、現場宣教師であることを発見して、具体的に体験できるようにこの一年間を祝福して導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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